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第 号

行
す
る
車
両
の
高
さ
の
最
高
限
度
が

告獣
保
護
管
理
事
業
計
画
の
公
表
（
自

一
種
特
定
鳥
獣
保
護
計
画
の
公
表
（

二
種
特
定
鳥
獣
管
理
計
画
の
公
表
（

門
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場
の
変
更
に

南
都
市
計
画
道
路
事
業
の
施
行
（
二

報報
の
正
誤
（
昭
和
四
十
五
年
十
月
一

衆
浴
場
入
浴
料
金
統
制
額
の
指
定
に

活
困
窮
者
に
対
す
る
自
立
の
支
援
に

用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
（
農
業

除
予
定
保
安
林
（
周
防
大
島
町
）
（

揚
輸
送
区
域
及
び
出
漁
準
備
区
域
の

漁
港
及
び
仙
崎
漁
港
に
お
け
る
停
係

の
指
定
に
関
す
る
告
示
の
廃
止
（
漁

道
路
線
の
変
更
（
道
路
整
備
課
）
…

路
の
区
域
の
変
更
（
道
路
整
備
課
）

路
の
供
用
の
開
始
（
道
路
整
備
課
）

目

次

示口
県
補
助
金
等
交
付
規
則
第
二
条
第

戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
第
五

週
火
・
金
曜
日
発
行

四
・
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
道
路
の
指
定

然
保
護
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

自
然
保
護
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
件
）
（
自
然
保
護
課
）
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…
…
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係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧
（
都
市
計
画

件
）
（
都
市
計
画
課
）
…
…
…
…
…
…

日
山
口
県
規
則
第
四
十
六
号
）
…
…
…

関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
（
生
活
衛
生

関
す
る
措
置
に
係
る
事
務
の
委
託
（
厚

振
興
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

森
林
整
備
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…

指
定
（
漁
港
漁
場
整
備
課
）
…
…
…
…

泊
禁
止
区
域
、
陸
揚
輸
送
区
域
及
び
出
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整
備
課
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…
…
…
…
…
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…
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…
…
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…
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…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
給
付
金
に
関

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
許
可
申
請

（
道
路
整
備
課
）
…
…
…
…
…
七

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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課
）
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
九

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
〇

課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

政
課
）
…
…
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…
…
…
…
…
…
三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

漁
準
備
区
域
並
び
に
泊

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

す
る
告
示
の
一
部
改
正

（
財
政
課
）
…
…
…
一

の
概
要（
環
境
政
策
課
）
…
…
…
一

平 成 年
月 日

（火曜日）

種
類
、
構
造
及
び
使
用

一

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称

氏
名
又
は
名
称

セ
ン

住

所

宇
部

二

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称

名

称

セ
ン
ト
ラ
ル

所
在
地

宇
部
市
大
字

三

特
定
施
設
に
関
す
る
事
項

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措

づ
く
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可

当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る

評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し

で
の
間
、
山
口
県
環
境
生
活
部

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

行
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

二
中

を

と
し
、

か
ら

日
本
型
直
接
支
払
交
付

山
口
県
告
示
第
百
二
十
六
号

告

山
口
県
告
示
第
百
二
十
五
号

山
口
県
補
助
金
等
交
付
規
則

九
年
山
口
県
告
示
第
百
十
六
号

時
間
間
隔
等

山
口

及
び
住
所

ト
ラ
ル
硝
子
株
式
会
社

市
大
字
沖
宇
部
五
二
五
三
番
地

及
び
所
在
地

硝
子
株
式
会
社
宇
部
工
場

沖
宇
部
五
二
五
三
番
地

置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百

の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
概

こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

た
書
面
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月

環
境
政
策
課
及
び
宇
部
市
市
民
環

一
日

一
日

山
口

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、

金

示

第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し

一

県
知
事

村

岡

嗣

政

十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に

要
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事

三
十
一
日
か
ら
同
年
四
月
二
十
日

境
部
環
境
政
策
課
に
お
い
て
公
衆

県
知
事

村

岡

嗣

政

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

る
給
付
金
に
関
す
る
告
示
（
平
成

、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

基前まの 十施

告

示
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種備四

第 号

種二備

通

殿

池

素

掘

集

沈

殿

槽

コ
ン
ク
リ
ー

処
理
施
設
に
よ
る
処
理
前
及
び

類

項

目

水

種
類
、
構
造
及
び
使
用
時
間
間

種

類

構

水

処

理

施

設

鉄

和

槽

コ
ン
ク
リ
ー

集

沈

殿

槽

類

水

素

イ

オ

ン
（
水
素

通

常

最

二
七

ヌ

一

考

の
表
の
備
考
は
、
こ
の
表
に
つ

汚
水
等
の
処
理
施
設
に
関
す
る
事

類

構

能

力

（

時
）

工
事

予年

七

ヌ

六
、
〇
〇
〇
平
成四

考

「
二
七

ヌ
」
と
は
、
水
質
汚

第
二
十
七
号
の
無
機
化
学
工
業
製

排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
汚
染
状

常

最

大

通

常

最

り

一
九
、
二
〇
〇

ト
製

処
理
後
の
汚
水
等
の
汚
染
状
態

汚

水

等

素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
）

化
学
的
酸
素
要

（

隔
等

造

能

力

（

日
）

製

一
六
、
八
〇
〇

ト
製

一
四
、
四
〇
〇

汚

水

等

濃

度
指
数
）

化
学
的
酸
素
要
求
量

（

大

通

常

最

一二

七

一

い
て
準
用
す
る
。

項

造

着
手定

月
日

工
事
完
成

予

定

年
月
日

使
用
開
始

予

定

年
月
日

二
七
、

、
二
一
平
成
二
七
、

五
、
一
五
平
成
二
七
、

六
、
六

濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政

品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
廃
ガ
ス
洗
浄

態
の
値
及
び
汚
水
等
の
量

大

通

常

最

大

通

沈

殿

凝

集

沈

殿

の
値
並
び
に
汚
水
等
の
量

の

汚

染

求
量）

浮

遊

物

質

量

（

）

処
理
の
方
式

使

用

時

間

間

隔

沈
殿
・
中
和

連

続

中

和

凝

集

沈

殿

の

汚

染

）

浮

遊

物

質

量

（

）

大

通

常

最

大

〇

二

一
〇

使

用

の

方

法

使
用
時
間

間

隔
一
日
当
た

り
の
使
用

時

間
季
節
的
変

動
の
概
要

連

続
二
四
時
間
変
動
な
し

令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一

施
設
を
い
う
。

常

最

大

通

常

状

態

の

窒

素

（

）

燐

一
日
当
た
り

の
使
用
時
間

季
節
的
変
動

概

二

四

時

間

変

動

な

状

態

の

窒

素

（

）

通

常

最

大

通

七

一
〇

最

大

最

大

通
汚
水
等
の

値
（

）

ふ
っ
素

（

）

の要

工
事
着
手
予
定

年

月

日

工
事
完

年

月

し

（
既

値

汚
水
等

燐
（

）

常

最

大

通

〇
・
一

〇
・
二

常

最

大

一
日
当
た
り
の
量
（

）

成
予
定日

使
用
開
始
予
定

年

月

日

設
）

の
一
日
当
た
り
の
量
（

）

常

最

大

二
一
・
六

二
一
・
六

二
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凝沈凝

第 号

排中

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

排

水

口

八
・
四

口
県
告
示
第
百
二
十
七
号

衆
浴
場
入
浴
料
金
統
制
額
の
指
定

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

処
理
後

排
出
水
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
排

水

口

排

水
素
イ
オ
（
水

通

常

排

水

口

七
・
五

集

沈

殿

槽

処
理
前

処
理
後

殿

池

処
理
前

処
理
後

集

沈

殿

槽

処
理
前

水

処

理

施

設

処
理
前

処
理
後

和

槽

処
理
前

処
理
後

山
口
県
知

七

二

に
関
す
る
告
示
（
昭
和
五
十
八

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日
か
ら

八
・
四

七九

出
水
の
量

出

水

の

ン
濃
度

素
指
数
）

化
学
的
酸
素
要
求
量

（

）

最

大

通

常

最

大

六九

六

一

八
・
四八

九
一
二

八
・
四八 四

三五

七

一
〇

九
一
二

九

七
一
〇

事

村

岡

嗣

政

〇

一
六

二
五

年
山
口
県
告
示
第
二
百
四
十
五

施
行
す
る
。

二
〇

一
六

二
五

汚

染

浮

遊

物

質

量

（

）

窒

通

常

最

大

通

五

一
五

二
〇

二
一

一
六

二
五

二
二

一
八

、

一
、〇
〇
〇

一
〇
三
、〇
〇
〇
五
、〇
〇
〇

、

、

二
二

、

、

り
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
自

そ
の
委
託
に
関
す
る
規
約
は

三
〇

五
六

〇
・
三

一
の
表
料
金
の
項
中
「
三
百

山
口
県
告
示
第
百
二
十
八
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二

五
六

状

態

の

素

（

）

燐（

常

最

大

通

常

最

四

一
三

〇
・
二

七
七

〇
・
四

八
〇

一
二
〇

一
五
〇

二
五

五
〇

八
〇

三
六

立
の
支
援
に
関
す
る
措
置
に
係
る

、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

一
四
一
四
、
四
五

九
十
円
」
を
「
四
百
二
十
円
」
に

年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五

一
・
〇

二
、
五
九

排
出
水
の

値

）

ふ
っ
素

（

）

大

最

大

通

〇
・
三

〇
・
五

一
〇
、

一
・
一

五
、
六
六

五
〇

一
、
五
七

二
、
七
四

五
〇

五
〇
〇

二
、
一
八

一
四

六
九

六
、
四
〇

三

事
務
を
萩
市
に
委
託
し
た
。

六
・
一
一
六
、
四
一
三
・
六

改
め
る
。

十
二
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に

一
・
五
一
六
、
四
一
三
・
六

一
日
当
た
り
の
量
（

）

常

最

大

三
〇
〇

一
四
、
四
〇
〇

三
・
二

一
一
、
〇
四
五

四
・
二
一
七
、
五
七
三
・
六

三
・
五

五
・
八

二
、
四
三
〇
・
八

二
・
五

一
二
、
二
〇
五

よ



平

甲

成 年 月 日 火曜日

（
条

第
五程該

２
の

（
そ

第
六

山 口

２（
予

第
三歳

（
決

第
四のの

（定期）県 報

活にるに一二
（
経

第
二担

第 号

（
事

第
一第

の
長
と
乙
の
長
が
協
議
し
て
定
め

例
等
の
制
定
改
廃
に
関
す
る
措
置

条

乙
が
、
委
託
事
務
の
管
理
及

（
以
下
「
条
例
等
」
と
い
う
。
）

条
例
等
を
甲
の
長
に
通
知
し
な
け

甲
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る

と
す
る
。

の
他
）

条

こ
の
規
約
に
定
め
る
も
の
の

前
項
の
経
費
の
額
及
び
支
払
の
時

算
の
執
行
）

条

乙
の
長
は
、
委
託
事
務
の
管

出
予
算
に
お
い
て
分
別
し
て
計
上

算
の
通
知
）

条

乙
の
長
は
、
地
方
自
治
法

規
定
に
よ
り
決
算
の
要
領
を
公
表

と
す
る
。

困
窮
者
及
び
居
住
地
が
な
い
か
、

現
在
地
を
有
す
る
も
の
に
対
す
る

事
務
（
以
下
「
委
託
事
務
」
と
い

委
託
す
る
。

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

費
の
負
担
）

条

委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行

す
る
も
の
を
除
き
、
甲
の
負
担
と

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
と
萩
市
と
の
間
の
生
活

委
託
に
関
す
る
規
約

務
の
委
託
）

条

山
口
県
（
以
下
「
甲
」
と
い

百
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。

る
。

）び
執
行
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る

を
制
定
し
、
又
は
改
廃
し
た
と

れ
ば
な
ら
な
い
。

通
知
が
あ
っ
た
と
き
は
、
直
ち

ほ
か
、
委
託
事
務
の
管
理
及
び

期
は
、
乙
の
長
が
甲
の
長
と
協

理
及
び
執
行
に
係
る
収
入
及
び

す
る
も
の
と
す
る
。

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七

し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
当
該

又
は
明
ら
か
で
な
い
生
活
困
窮

自
立
の
支
援
に
関
す
る
措
置
に

う
。
）
の
管
理
及
び
執
行
を
萩

る
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援

る
生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付

に
要
す
る
経
費
は
、
法
第
九
条

す
る
。

山
口
県
知

困
窮
者
に
対
す
る
自
立
の
支
援

う
。
）
は
、
生
活
困
窮
者
自
立

）
に
基
づ
く
阿
武
郡
阿
武
町
の

乙
の
条
例
、
規
則
そ
の
他
の
規

き
は
、
乙
の
長
は
、
直
ち
に
当

に
当
該
条
例
等
を
公
表
す
る
も

執
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

議
し
て
定
め
る
。

支
出
に
つ
い
て
は
、
乙
の
歳
入

号
）
第
二
百
三
十
三
条
第
六
項

決
算
を
甲
の
長
に
通
知
す
る
も

者
で
あ
っ
て
、
同
町
の
区
域
内

係
る
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ

市
（
以
下
「
乙
」
と
い
う
。
）

事
業
の
実
施
に
関
す
る
事
務

金
の
支
給
に
関
す
る
事
務

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
負

事

村

岡

嗣

政

に
関
す
る
措
置
に
係
る
事
務
の

支
援
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律

区
域
内
に
居
住
地
を
有
す
る
生

二

認
可
年
月
日

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十

山
口
県
告
示
第
百
三
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法

安
林
の
指
定
を
次
の
と
お
り
解

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

一

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の

賃
借
権
の
設
定
等

氏
名
又
は
名
称

農
事
組
合
法
人
坂
ノ
上
の

里

下枝

農
事
組
合
法
人
か
ん
ぼ
き

木

に
係
る
収
支
は
、
当
該
廃
止

山
口
県
告
示
第
百
二
十
九
号

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進

の
規
定
に
よ
り
、
農
用
地
利
用

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
約
は
、
平
成
二
十

（
条
例
等
の
公
表
）

２

甲
の
長
は
、
こ
の
規
約
を

武
郡
阿
武
町
の
区
域
に
適
用

（
委
託
事
務
を
廃
止
し
た
場
合

３

委
託
事
務
の
全
部
又
は
一

山
口

三
日

律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六

除
す
る
予
定
で
あ
る
。

一
日

概
要

を
受
け
る
者

賃

住

所

所

関
市
菊
川
町
大
字
上
岡

四
四
二

下
関
市
菊

枝
字
大
年

ほ
か
三
八

菊
川
町
大
字
上
保

一
二
六

菊

木
字
迫
七

五
筆

の
日
を
も
っ
て
こ
れ
を
打
ち
切
り

に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年

配
分
計
画
を
次
の
と
お
り
認
可
し

一
日

山
口

七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告
示
す
る
と
き
は
、
併
せ
て
、
委

さ
れ
る
旨
及
び
当
該
条
例
等
を
公

に
お
け
る
決
算
）

部
を
廃
止
す
る
場
合
に
お
い
て
は

県
知
事

村

岡

嗣

政

条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地

在

面

積

（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

川
町
大
字
上
岡

二
八
二
二
の
一

筆

八
九
、
二
三
二

川
町
大
字
上
保

一
の
一
ほ
か
一

二
六
、
九
九
五

、
乙
の
長
が
こ
れ
を
決
算
す
る
。

法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一

た
。

県
知
事

村

岡

嗣

政

託
事
務
に
関
す
る
乙
の
条
例
等
が

表
す
る
も
の
と
す
る
。

、
当
該
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執

四

保 項 阿行



平成

区陸域

年 月 日 火曜日

二

山 口 県

区陸域出域

（定期）報

山
山

り
、

一

第 号

一二三
域
の
名
称

区

揚
輸
送
区

北
緯
三
四
度
二
三
分
二
六

三
四
度
二
三
分
三
一
秒
東

、

を
順
次
結

二

北
緯
三
四
度
二
五

点
、
北
緯
三
四
度

点
、
北
緯
三
四

を

点
と
し
、

れ
た
水
域

仙
崎
漁
港

域
の
名
称

区

揚
輸
送
区

北
緯
三
四
度
二
五
分
三
九

か
ら
三
三
四
度
四
〇
メ
ー

一
三
一
度
二
四
分
四
八
秒

点
を

点
と
し
、

、

れ
た
水
域

漁
準
備
区

一

北
緯
三
四
度
二
五

点
、
同
点
か
ら
二

口
県
告
示
第
百
三
十
一
号

口
県
漁
港
管
理
条
例
（
昭
和
三
十

陸
揚
輸
送
区
域
及
び
出
漁
準
備
区

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

萩
漁
港

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字
平
野
字

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

魚
つ
き

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

秒
東
経
一
三
一
度
一
二
分
一
一
秒
の

経
一
三
一
度
一
二
分
〇
六
秒
の
点
を

ん
だ
線
及
び
陸
岸
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

分
四
五
秒
東
経
一
三
一
度
二
四
分
五

二
五
分
四
〇
秒
東
経
一
三
一
度
二
四

度
二
五
分
四
一
秒
東
経
一
三
一
度
二

、

、

を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
陸

秒
東
経
一
三
一
度
二
四
分
五
六
秒
の

ト
ル
の
点
を

点
、
北
緯
三
四
度
二

の
点
を

点
、
同
点
か
ら
三
一
四
度

、

、

を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
陸

分
三
二
秒
東
経
一
三
一
度
二
四
分
四

九
三
度
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
点
を

点

五
年
山
口
県
条
例
第
四
十
七
号

域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

山
口
県
知

小
浜
一
〇
五
六
一
の
一
四

域

利
用
の
目
的

点
を

点
、
北
緯

点
、
同
点
か
ら

鮮
魚
介
類
等

の
陸
揚
げ
、

た
水
域

五
秒
の
点
を

分
五
七
秒
の
点
を

四
分
五
八
秒
の
点

岸
に
よ
っ
て
囲
ま

漁
具
の
積
込

み
等
の
出
漁

準
備

域

利
用
の
目
的

点
を

点
、
同
点

五
分
三
六
秒
東
経

四
三
メ
ー
ト
ル
の

岸
に
よ
っ
て
囲
ま

鮮
魚
介
類
等

の
陸
揚
げ
、

積
込
み
、
荷

さ
ば
き
又
は

輸
送

五
秒
の
点
を

と
し
、

、

、

氷
、
水
又
は

油
の
補
給
、

）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

事

村

岡

嗣

政

新

下
関
港
安
岡
線

の
路
線
を
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
山
口
県

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

旧
新
別

路

線

旧

下
関
港
垢
田
線

る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

山
口
県
告
示
第
百
三
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法

二

北
緯
三
四

点
、
同
点

、

を
順

山
口
県
告
示
第
百
三
十
二
号

萩
漁
港
及
び
仙
崎
漁
港
に
お

泊
地
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（

七
五
度
四
〇
メ
ー
ト

か
ら
マ
イ
ナ
ス
三
・

し
、

、

、

、

出
漁
準
備
区

域

一

北
緯
三
四

点
、
同
点
か

三
分
三
七
秒

七
六
度
四
〇

ん
だ
線
及
び

下
関
市
南
部
町

下
関
市
富
任
町
一
丁
目

土
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に
お
い

一
日

山
口

名

起終

下
関
市
大
字
南
部
町

下
関
市
大
字
幡
生

一
日

山
口

律
第
百
八
十
号
）
第
十
条
第
二
項

度
二
三
分
三
五
秒
東
経
一
三
一
度
一
二

か
ら
七
五
度
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
点
を

次
結
ん
だ
線
及
び
陸
岸
に
よ
っ
て
囲

け
る
停
係
泊
禁
止
区
域
、
陸
揚
輸

昭
和
三
十
五
年
山
口
県
告
示
第
五

ル
の
点
を

点
、

点
か
ら
二
五
五

五
メ
ー
ト
ル
岸
壁
に
平
行
に
引
い
た

を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
陸
岸
に
よ

度
二
三
分
三
六
秒
東
経
一
三
一
度
一
二

ら
一
七
六
度
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
点
を

東
経
一
三
一
度
一
二
分
一
六
秒
の
点

メ
ー
ト
ル
の
点
を

点
と
し
、

、

陸
岸
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
水
域

五

て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

県
知
事

村

岡

嗣

政

点点

県
知
事

村

岡

嗣

政

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
県

分
〇
四
秒
の
点
を

点
と
し
、

、

、

ま
れ
た
水
域

送
区
域
及
び
出
漁
準
備
区
域
並
び

百
四
十
二
号
の
三
）
は
、
廃
止

度
に
引
い
た
線
と

点

線
と
の
交
点
を

点
と

っ
て
囲
ま
れ
た
水
域

積
込
み
、
荷

さ
ば
き
又
は

輸
送

分
一
二
秒
の
点
を

点
、
北
緯
三
四
度
二

を

点
、
同
点
か
ら
一

、

、

を
順
次
結

氷
、
水
又
は

油
の
補
給
、

漁
具
の
積
込

み
等
の
出
漁

準
備

道 にす



平

同地

成 年 月 日 火曜日

路道
美八同の及美〇

山 口

同地美先同先
道

（定期）県 報

道路道
美四

第 号

山
道

路
のそ

に
お市

東
厚
保
町
川
東

同
字
三
一
四
の
一

先
ま
で 線

名

奥
万
倉
山
陽
線

路
の
区
域

区

間

祢
市
東
厚
保
町
川
東
字
鍛
治
屋
下
二
九

六
の
二
一
地
先
か
ら

市
東
厚
保
町
川
東
字
木
根
ケ
瀬
三
二
〇

三
地
先
ま
で

び祢
市
東
厚
保
町
川
東
字
木
根
ケ
瀬
三
二

の
三
地
先
か
ら

市
東
厚
保
町
川
東

同
字
三
二
〇
の
二

先
ま
で

祢
市
大
嶺
町
西
分
字
鬼
園
一
二
四
二
地

か
ら

市
大
嶺
町
西
分

同
字
二
一
五
の
一
地

ま
で路

の
種
類

県
道

路
の
種
類

県
道

線

名

下
関
美
祢
線

路
の
区
域

区

間

祢
市
東
厚
保
町
川
東
字
木
根
ケ
瀬
三
一

の
三
地
先
か
ら

口
県
告
示
第
百
三
十
四
号

路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百

区
域
を
変
更
す
る
。

の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

最
広

一
四
・
〇

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延（
メ

最
狭

五
・
〇

最
広

一
五
・
四

旧

最
狭

八
・
〇

新

最
狭

一
一
・
二

最
広

二
二
・
二

旧

最
狭

九
・
〇

最
広

二
五
・
五

新

最
狭

二
一
・
六

最
広

五
六
・
五

山
口
県
知

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延（
メ

旧

最
狭

一
一
・
二

最
広

一
八
・
〇

八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

三
月
三
十
一
日
か
ら
一
月
間
山

二
七
一
・
二

の
道
路
の
区
域

（
重
用
）

長

ー
ト
ル
）

備

考

九
九
・
四

県
道
下
関
美
祢
線

一
二
〇
・
二

道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

六
一
二
・
二

六
〇
六
・
〇

道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

事

村

岡

嗣

政

長

ー
ト
ル
）

備

考

一
二
〇
・
二

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課

区
か
ら

同
市
伊
倉
町
一
丁
目
二
〇
の
一
五
地

で
道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

吉
部
下
萩

道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

新
下
関
停

道
路
の
区
域

区
下
関
市
伊
倉
町
二
丁
目
一
一
の
一
〇

路

線

名

下
関
港
安

道
路
の
区
域

区
下
関
市
山
の
田
東
町
六
四
二
地
先
か

同
市
富
任
町
一
丁
目
一
〇
八
三
の
一

先
ま
で

美
祢
市
東
厚
保
町
川
東
字
鍛
治
屋
下

八
六
の
二
一
地
先
か
ら

同
市
東
厚
保
町
川
東
字
木
根
ケ
瀬
三

の
二
〇
地
先
ま
で

及
び
美
祢
市
東
厚
保
町
川
東
字
木
根
ケ
瀬

八
の
二
〇
地
先
か
ら

同
市
東
厚
保
町
川
東

同
字
三
一
四

地
先
ま
で

道
路
の
種
類

県
道

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

先
ま

新

最
狭

三
〇
・
七

最
広

三
一
・
一

線 車
場
稗
田
線

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

地
先

旧

最
狭

三
〇
・
七

最
広

三
一
・
一

岡
線

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

ら

旧

最
狭
最
広

二
地

新

最
狭

一
五
・
〇

最
広

三
〇
・
八

二
九

一
八

最
狭

七
・
八

最
広

三
四
・
〇

三
一

の
一

新

最
狭

一
二
・
〇

最
広

一
九
・
二

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

四
二
・
二

道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

四
二
・
二

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

三
、
九
三
四
・
四

一
般
国
道
一
九
一

号
の
道
路
の
区
域

八
三
・
四

道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

二
六
〇
・
一

県
道
下
関
美
祢
線

の
道
路
の
区
域

（
重
用
）

六



平成 年 月 日 火曜日

県奥線路県新場

山 口 県

県下路

（定期）報

道
路
のそ

に
お路

第 号

萩同山

道

万
倉
山
陽

美
祢
市
東
厚
保
町
川
東
字

同
市
東
厚
保
町
川
東
字
木

線
名

供

用

道

下
関
停
車

稗
田
線

下
関
市
伊
倉
町
二
丁
目
一

同
市
伊
倉
町
一
丁
目
二
〇

道

関
美
祢
線

美
祢
市
東
厚
保
町
川
東
字

同
市
東
厚
保
町
川
東

同

美
祢
市
大
嶺
町
西
分
字
鬼

同
市
大
嶺
町
西
分

同
字

線
名

供

用

路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百

供
用
を
開
始
す
る
。

の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

線
名

供

用

市
大
井
字
両
家
六
一
六
の
二
地
先
か
ら

市
大
井
同
字
六
二
五
地
先
ま
で

口
県
告
示
第
百
三
十
五
号

鍛
治
屋
下
二
九
八
六
の
二
一
地
先
か

根
ケ
瀬
三
一
八
の
二
〇
地
先
ま
で

開

始

の

区

間

一
の
一
〇
地
先
か
ら

の
一
五
地
先
ま
で

木
根
ケ
瀬
三
一
四
の
三
地
先
か
ら

字
三
二
〇
の
三
地
先
ま
で

園
一
二
四
二
地
先
か
ら

二
一
五
の
一
地
先
ま
で

開

始

の

区

間

八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

三
月
三
十
一
日
か
ら
一
月
間
山

山
口
県
知

開

始

の

区

間

旧

最
狭

七
・
四

最
広

八
・
二

新

最
狭

八
・
二

最
広

一
三
・
四

ら

平
成
二
十
七
年
四
月

一
日供

用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
七
年
四
月

一
日

平
成
二
十
七
年
四
月

一
日供

用
開
始
の
期
日

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課

事

村

岡

嗣

政

供
用
開
始
の
期
日

三
七
・
八

三
七
・
八

道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

鳥
獣
保
護
区
、
特
別
保

鳥
獣
の
人
工
増
殖
及
び

第
四
十
六
号
）
附
則
第
四
条
の

る
改
正
後
の
鳥
獣
の
保
護
及
び

十
八
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規

保
護
管
理
事
業
計
画
を
次
の
要

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

一

計
画
の
内
容

鳥
獣
保
護
管
理
事
業
計

三
一
六
号

同
市
大
字
郡
字
一
里

公

（
九
五
）
鳥
獣
保
護
管
理
事
業

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適

車
両
制
限
令
（
昭
和
三
十
六

通
行
す
る
車
両
の
高
さ
の
最
高

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

路
線
名

区

一
般
国
道

山
陽
小
野
田
市
大
字

路
線
名

供

用

県

道

吉
部
下
萩
線

萩
市
大
井
字
両
家
六

同
市
大
井
同
字
六
二

山
口
県
告
示
第
百
三
十
六
号護

地
区
及
び
休
猟
区
に
関
す
る
事

放
鳥
獣
に
関
す
る
事
項

規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と

管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関

定
に
よ
り
、
鳥
獣
保
護
事
業
計
画

領
に
よ
り
公
表
し
ま
す
。

一
日

山
口

画
の
計
画
期
間

ケ
浴
三
四
九
地
先
ま
で

告

計
画
の
公
表

正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
第
三

限
度
が
四
・
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る

一
日

山
口

厚
狭
字
埴
生
田
四
七
五
の
一
地
先
か

開

始

の

区

一
六
の
二
地
先
か
ら

五
地
先
ま
で

七

項 が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
に

す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第

を
変
更
し
た
の
で
、
変
更
後
の
鳥

県
知
事

村

岡

嗣

政

一
日

正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法

条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り

道
路
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

県
知
事

村

岡

嗣

政

間

指
定
の
期
日

ら

平
成
二
十
七
年
四
月

間

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
七
年
四
月

一
日

よ八獣 律 、

公

告



平

十
八

成 年 月 日 火曜日

二（
九鳥

第
四

る
改

山 口

一

（定期）県 報

（
九鳥

第
四

る
改

十
八

た
の

す
。

第 号

二

号
）
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定

そ
の
他
第
一
種
特
定
鳥
獣
の
保

縦
覧
の
場
所

山
口
県
環
境
生
活
部
自
然
保
護
課

七
）
第
二
種
特
定
鳥
獣
管
理
計
画

獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に

十
六
号
）
附
則
第
六
条
の
規
定
に

正
後
の
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

計
画
の
内
容

第
一
種
特
定
鳥
獣
の
種
類

第
一
種
特
定
鳥
獣
保
護
計
画
の

第
一
種
特
定
鳥
獣
の
保
護
が
行

第
一
種
特
定
鳥
獣
の
保
護
の
目

六
）
第
一
種
特
定
鳥
獣
保
護
計
画

獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に

十
六
号
）
附
則
第
五
条
の
規
定
に

正
後
の
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並

号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

で
、
変
更
後
の
第
一
種
特
定
鳥
獣

鳥
獣
の
捕
獲
等
及
び
鳥
類
の
卵

特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
及
び

第
一
種
特
定
鳥
獣
保
護
計
画
及

鳥
獣
の
生
息
の
状
況
の
調
査
に

鳥
獣
保
護
管
理
事
業
の
実
施
体

縦
覧
の
場
所

山
口
県
環
境
生
活
部
自
然
保
護
課

に
よ
り
、
特
定
鳥
獣
（
ニ
ホ
ン

護
を
図
る
た
め
の
事
業
を
実
施

及
び
各
農
林
事
務
所

の
公
表

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で

び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

山
口
県
知

計
画
期
間

わ
れ
る
べ
き
区
域

標 の
公
表

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で

び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

り
、
特
定
鳥
獣
（
ツ
キ
ノ
ワ
グ

（
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
）
保
護
計
画

の
採
取
等
の
許
可
に
関
す
る
事

特
定
猟
具
使
用
制
限
区
域
並
び

び
第
二
種
特
定
鳥
獣
管
理
計
画

関
す
る
事
項

制
に
関
す
る
事
項

及
び
各
農
林
事
務
所

ジ
カ
）
保
護
管
理
計
画
を
変
更

す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律

き
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
に
よ

法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八

事

村

岡

嗣

政

る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律

き
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
に
よ

法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八

マ
）
保
護
管
理
計
画
を
変
更
し

を
次
の
要
領
に
よ
り
公
表
し
ま

項に
猟
区
に
関
す
る
事
項

の
作
成
に
関
す
る
事
項

一

計
画
の
内
容

第
二
種
特
定
鳥
獣
の
種

第
二
種
特
定
鳥
獣
管
理

第
二
種
特
定
鳥
獣
の
管

第
二
種
特
定
鳥
獣
の
管

そ
の
他
第
二
種
特
定
鳥

二

縦
覧
の
場
所

山
口
県
環
境
生
活
部
自
然

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適

第
四
十
六
号
）
附
則
第
六
条
の

る
改
正
後
の
鳥
獣
の
保
護
及
び

十
八
号
）
第
七
条
の
二
第
一
項

た
の
で
、
変
更
後
の
第
二
種
特

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

第
二
種
特
定
鳥
獣
の
管

第
二
種
特
定
鳥
獣
の
管

指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等

そ
の
他
第
二
種
特
定
鳥

二

縦
覧
の
場
所

山
口
県
環
境
生
活
部
自
然

（
九
八
）
第
二
種
特
定
鳥
獣
管

し
た
の
で
、
変
更
後
の
第
二
種

す
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

一

計
画
の
内
容

第
二
種
特
定
鳥
獣
の
種

第
二
種
特
定
鳥
獣
管
理

類計
画
の
計
画
期
間

理
が
行
わ
れ
る
べ
き
区
域

理
の
目
標

獣
の
管
理
を
図
る
た
め
の
事
業
を

保
護
課
及
び
各
農
林
事
務
所

正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と

管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関

の
規
定
に
よ
り
、
特
定
鳥
獣
（
イ

定
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
）
管
理
計
画

一
日

山
口

理
が
行
わ
れ
る
べ
き
区
域

理
の
目
標

事
業
の
実
施
に
関
す
る
事
項

獣
の
管
理
を
図
る
た
め
の
事
業
を

保
護
課
及
び
各
農
林
事
務
所

理
計
画
の
公
表

特
定
鳥
獣
（
ニ
ホ
ン
ジ
カ
）
管
理

一
日

山
口

類計
画
の
計
画
期
間

実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法

が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
に

す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第

ノ
シ
シ
）
保
護
管
理
計
画
を
変
更

を
次
の
要
領
に
よ
り
公
表
し
ま
す

県
知
事

村

岡

嗣

政

実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

計
画
を
次
の
要
領
に
よ
り
公
表
し

県
知
事

村

岡

嗣

政

八

律よ八し。 ま



平成 年 月 日 火曜日

す
る

す
。

一二

山 口 県

二（
一長

る
同

第
一

（定期）報

一

第 号

（
九鳥

第
四

る
改

十
八

の
で

同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

長
門
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場
二
萩

都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧

山
口
県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課

縦
覧
の
場
所

山
口
県
環
境
生
活
部
自
然
保
護
課

〇
〇
）
長
門
都
市
計
画
ご
み
焼
却

門
市
か
ら
都
市
計
画
法
（
昭
和
四

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

項
に
規
定
す
る
図
書
の
写
し
の
送

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

計
画
の
内
容

第
二
種
特
定
鳥
獣
の
種
類

第
二
種
特
定
鳥
獣
管
理
計
画
の

第
二
種
特
定
鳥
獣
の
管
理
が
行

第
二
種
特
定
鳥
獣
の
管
理
の
目

そ
の
他
第
二
種
特
定
鳥
獣
の
管

九
）
第
二
種
特
定
鳥
獣
管
理
計
画

獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に

十
六
号
）
附
則
第
六
条
の
規
定
に

正
後
の
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並

号
）
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定

、
変
更
後
の
第
二
種
特
定
鳥
獣

に
基
づ
き
、
当
該
図
書
の
写
し
を

山
口
県
知

・
長
門
清
掃
工
場

場
所

及
び
各
農
林
事
務
所

場
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し

十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十

る
長
門
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場

付
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二

山
口
県
知

計
画
期
間

わ
れ
る
べ
き
区
域

標理
を
図
る
た
め
の
事
業
を
実
施

の
公
表

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で

び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

に
よ
り
、
特
定
鳥
獣
（
カ
ワ
ウ

（
カ
ワ
ウ
）
管
理
計
画
を
次
の
要

次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま

事

村

岡

嗣

政

の
縦
覧

一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

の
変
更
に
係
る
同
法
第
十
四
条

十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

事

村

岡

嗣

政

す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律

き
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
に
よ

法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八

）
保
護
管
理
計
画
を
変
更
し
た

領
に
よ
り
公
表
し
ま
す
。

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

四

事
業
地
の
所
在

で
、
次
の
と
お
り
公
告
し
ま
す

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

一

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及

周
南
都
市
計
画
道
路
事
業

二

施
行
者
の
名
称

山
口
県

三

事
務
所
の
所
在
地

四

事
業
地
の
所
在

下
松
市
清
瀬
町
三
丁
目
、

下
和
田
、
字
向
香
力
、
字
西

（
一
〇
二
）
周
南
都
市
計
画
道

周
南
都
市
計
画
道
路
事
業
に

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
告
示
（

一

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及

周
南
都
市
計
画
道
路
事
業

周
南
都
市
計
画
道
路
事
業

周
南
都
市
計
画
道
路
事
業

二

施
行
者
の
名
称

山
口
県

三

事
務
所
の
所
在
地

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

（
一
〇
一
）
周
南
都
市
計
画
道

周
南
都
市
計
画
道
路
事
業
に

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
告
示
（

で
、
次
の
と
お
り
公
告
し
ま
す

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

。一
日

山
口

び
名
称

三
・
二
・
三
百
一
中
央
通
線

望
町
五
丁
目
、
瑞
穂
町
三
丁
目
、

香
力
及
び
字
鳥
越
地
内

路
事
業
の
施
行

つ
い
て
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四

平
成
二
十
七
年
中
国
地
方
整
備
局

び
名
称

三
・
三
・
二
百
五
国
道
山
手
線

三
・
四
・
二
百
十
二
中
央
線

三
・
六
・
二
百
二
十
四
川
端
通
線

路
事
業
の
施
行

つ
い
て
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四

平
成
二
十
七
年
中
国
地
方
整
備
局

。一
日

山
口

九

県
知
事

村

岡

嗣

政

大
字
末
武
中
並
び
に
大
字
末
武
中

十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
二

告
示
第
二
十
八
号
）
が
あ
っ
た

十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
二

告
示
第
二
十
九
号
）
が
あ
っ
た

県
知
事

村

岡

嗣

政

字条の 条の



平
成
二

平
成
二

平成 年 月 日 火曜日 山 口 （定期）県 報

ペ

第 号

正
昭十

七
年
三
月
三
十
一
日
印
刷

十
七
年
三
月
三
十
一
日
発
行

ー
ジ

段

行

六

下

九

不
動
産
取

周
南
市
大
字
久
米
字
鳥
越
、
字
弥

雑

誤
和
四
十
五
年
十
月
一
日
山
口
県
規

発
行
所

山

口

発
行
人

山
口
県

誤

得
減
額
申
請
書

不
動
産

平
、
字
下
毛
向
、
字
蔵
光
及
び

報

則
第
四
十
六
号
（
山
口
県
税
賦

県

庁
知
事

正

取
得
税
減
額
申
請
書

字
流
田
地
内

課
徴
収
条
例
施
行
規
則
）

一
〇

雑

報


